
 

令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 原山 小学校 ）     学校番号 ０１８                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 子どもたちが嬉々として登校し充実感に満ちて家路につく学校 ～みんな友達 笑顔の原小～        

          

重 点 目 標 

１「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 
２ 心身ともに安心・安全な学校生活の構築 
３ ＣＳとして学校、家庭、地域が役割を果たし連携し信頼し合う開かれた学校づくりの推進 
４ 風通しのよい職場づくりと、教職員とともに取り組む業務改善 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和７年２月２０日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

＜現状＞ 

○全国学力・学習状況調査や市の学習状況調査で

は、概ね良好な結果である。 

○９割以上の児童が、授業を通してできるように

なったことがあると達成感を感じている。 

 

＜課題＞ 

○全国学力・学習状況調査や市の学習状況調査の

結果から、自分の考えをまとめることや既習事

項を用いた回答に苦手意識がある児童が多い。 

○３割ほどの児童が、進んで発表することに苦手

意識をもっている。 

○発達段階に応じたタブレットの活用スキルを計

画的に高めていく必要がある。 

・学びのポイン

ト（じ・し・

や・ク）の視

点に基づく授

業改善 

 

①教育委員会と連携し、指導主事から学

びのポイントについての講話を聞く。 

②一人二本公開授業を実施し、お互いの

授業を見合うことで、学びのポイント

の視点を授業実践に落とし込む。 

③学びのポイントを意識した単元計画の

作成することで、研究の成果が途切れ

ないようにする。 

①授業で学習課題や学習計画を児童が決

める場面を設定できたか。 

②授業で仲間と協力して考えたり、仲間

の考えを参考にしながら自分の考えを

もったりする場面を設定できたか。 

③授業で学びを振り返り、新たな課題を

見つける場面を設定できたか。 

 

①中学年以上の児童が学習課題を決めて取り

組む機会が増加した。学習計画の立案は学

年間の取り組みに差が生じた。 

②すべての学年で仲間と協力して考え自分の

考えをもつ場面を設定することができた。 

③すべての学年で学びを振り返る場面を設定

することができた。新たな課題を見つける

場面は学年間での取り組みに差が生じた。  

B 

・方策の評価指標である「学習課題を

児童が決める」「仲間の考えを参考に

しながら自分の考えをもつ」「新たな

課題を見つける」においては試行錯誤

の段階である。令和 7 年度も引き続

き、指導主事からの講話を聞く機会を

設定し、実践を重ねる。 

 

・タブレット学習が進んでいく

と、児童が進んで発表する機会

が少なくなってしまうことへの

懸念がある。 

・発表の仕方が多様化している

とも捉えられるが、言葉で表現

することも大切である。 

・学びのポイント「じ・し・

ゃ・ク」は、学校としてもいろ

いろ悩みながら進めている。 

・「不易と流行」という言葉が

あるが、不易の部分である「自

分の言葉で伝える」力はやはり

必要な力であると考える。 

・シン・GIGA ス

クール構想の

更なる推進 

①タブレット学習の時間を毎週定期的に

実施する。 

②ICT 活用系統表を作成し、学年ごとに

身につけるとよいスキルを示す。 

③個別最適化を実現するためのツールと

して、授業でタブレットを活用する。 

①各学級でタブレット学習を定期的に実

施することができたか。 

②ICT 活用系統表をもとに、児童が ICT

スキルを高めることができたか。 

③児童がエクセルやパワーポイント、オ

クリンク、ムーブノートなどを仲間と

学習することができたか。 

①毎週水曜日の朝学習の時間に「タブレット

学習」を設定し、取り組んだ 

②ICT活用系統表を作成することができた。 

③２年生以上の児童は、発達段階やスキルに

応じて、オクリンクやムーブノートを授業

で積極的に使用することができた。 

B 

・ICT 活用系統表は完成したものの、

教員と児童が意識的に活用するには

至っていない。令和 7 年度は ICT 活

用系統表をもとにチェック表を作成

し、学期末に取り組むことで着実に

スキルを高めていく。 
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＜現状＞ 

○児童アンケートでは「毎日元気に登校していま

す」の質問に対し、肯定的回答が 94%である。 

○アンケート等を活用し、いじめの覚知、認知、

対応に繋げている。 

○児童のさまざまな困り感を把握し、保護者や関

係機関と連携しながら、児童が安心して学校に

いられる環境づくりを進めている。 

＜課題＞ 

○校舎のリフレッシュ工事に伴い、教育活動を停

滞させない環境の整備と、現状の環境下でも充

実した教育活動を継続することが課題である。 

・安全安心な学

校生活の充実 

 

 

①児童の状況を細やかに把握し、迅速に

保護者との連携を図りながら、組織的

に支援や相談を行う。 

②専門職による教育相談の調整や教育相

談日の設定等を継続して行い、学校に

相談しやすい環境を整備する。 

③Sola るーむを開設し、児童にとって

落ち着いて過ごすことができるように

空間の工夫や人的配置を充実させる。 

①学校自己評価の児童アンケートの「学

校に楽しく通っている」への肯定的回

答をする児童の割合が 95%以上となっ

たか。 

②学校評価の児童、保護者、教員アンケ

ートにおいて、関連する項目の肯定的

な回答の割合が平均 80%以上になる。 

③長欠児童の登校状況に改善傾向が見ら

れたか。 

①学校自己評価の児童アンケートの「学校に

楽しく通っている」への肯定的回答をする

児童の割合が 95%で概ね達成した。 

②学校評価の教育相談に関わる項目で、児

童、保護者、教員の肯定的な回答は 86％で

り、達成した。 

③Sola るーむを開設した。12 月からは開設時

間を拡大した。Sola るーむの利用をきっか

けに欠席日数の減少が見られた。 

 

 

 

A 

・これまで、専門委員会は「生徒指

導・教育相談」と「特別支援教育」

とで分かれていたが、令和 7 年度は

この 2 つを統合することで、多面的

に児童を把握し、より組織的な教育

相談体制を構築していく。 

・Sola るーむは継続して見守りボラン

ティアを募り、開設時間の拡大を図

ってより利用しやすい場所とする。  

・Solaるーむは幼稚園の視点か

ら見てもよい取り組みである。 

・Solaるーむに登録されていな

い児童にも、状況に応じて柔軟

に利用できるようにしているの

は良い取り組みである。 

・今後は Solaるーむに行きたい

が言えない児童をどうのように

対応していくかが課題である。 

・Solaるーむボランティアに参

加したことで学校と関わり合え

てうれしい。 

・Solaるーむボランティアが入

ることで、地域と学校との関わ

りがより深かまるのがよい。 

・教育環境の変

化に伴う工夫

改善 

①工事に伴う環境の変化に柔軟に対応し

教育活動が停滞することのないように

教室等の使用調整と安全確認の対応を

不断に実施する。 

②施設設備に起因する事故を起こさない

ために、定期、臨時、日常の施設設備

の安全点検を確実に実施し、不具合へ

の対応を迅速に行う。 

①各教育活動に工事に伴う対応を折り込

んだ計画を立案し確実に実行できた

か。 

②学校自己評価の保護者、教員アンケー

トにおいて、関連する項目の肯定的な

回答の割合が平均 95%以上となった

か。 

①体育館が利用できない期間は校庭で、理科

室が利用できない期間は教室でそれぞれ実

施できるように単元計画を作成し、取り組

んだ。 

②学校評価の施設設備に関わる項目では肯定

的評価が 89.5％であり課題とした。安全点

検後の不具合への対応はその月の中で実施

できた。 

 

 

B 

・令和 7 年度も使用できる校庭の広さ

は変わらないため、児童の運動機会

の確保は課題である。令和 7 年度は

体力向上推進委員会を年間行事予定

に組み込み、朝学習の時間や休み時

間を活用して体を動かす「運動キャ

ンペーン」を検討し実施していく。

今後も更に情報発信を行っていく。 
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＜現状＞ 

○学校運営協議会準備委員会において「豊かに関

わる子どもたち」を目指すための具体的方策に

ついて熟議を重ね、地域の方々と児童とが交流

する行事を実施した。 

 

＜課題＞ 

○令和５年度は、学校公開の機会が限られ、学校

評価のアンケートでも「判断できない」という

回答が多く見られた。 

○学校公開の機会と情報発信を充実させ、保護

者・地域が、更に学校に関わることができるよ

うにすることが課題である。 

○コミュニティ・スクールの認知度を高め、より

多くの保護者や地域の方々との関わりを増やし

ていくことが、今後の課題である。 

・目指す児童像

を具現化する

ための、具体

的方策の実践 

 

①学校運営協議会で熟議を重ね、目指す

児童像の具現化や学校課題改善に向け

ての方策を見出していく。 

②目指す児童の実現に向けた活動を推進

するために、委員会や児童会を中心

に、互いに顔の見える交流活動を、

ICT等を活用し企画、実践する。 

①学校運営協議会での熟議を通して豊か

に関わる子どもたちの姿を実現するた

めの活動について具体的に計画し、関

係団体等の協力を得ながら実践をする

ことができたか。 

②学校自己評価の教員アンケートにおい

て「学校と保護者、地域との連携」の

項目で肯定的な回答の割合が 90%以上

になったか。 

①7 月に七夕まつりを実施した。関係協力団体

がそれぞれ役割をもって活動した。 

 12 月には Sola るーむ利用時間の拡大し、学

校運営協議会委員や民生委員にも協力を働

き掛け、利用者の児童の見守りを行った。 

②学校評価の教員アンケートで「学校と保護

者、地域との連携」の項目で肯定的な回答

の割合が 90%で概ね達成した。第 2 回の学校

運営協議会では児童会の児童と運営協議会

員とで意見交換を行うこともできた。 

B 

・令和 7 年度は地域の各団体の取り組

みと「コミュニティ・スクール」の

取り組みとを関連付けていくこと

で、より顔の見える交流の機会を増

やしていく。 

・保護者や地域の方に行事やイベント

への参加を促したり、実施する行事

やイベントに「コミュニティ・スク

ール」が関わっていることを積極的

にアナウンスしたりしていく。 
 

・コミニティスクールをより充

実したものにしていく上で、学

校が地域に何を求めているのか

を知りたい。 

・七夕まつり、音楽会等の学校

行事で、保護者以外の地域の

方々との関わりをいかにして広

げていくかを検討していく必要

がある。 

・プラザノースの作品展を見る

と児童生徒の作品は素晴らしい

ものばかりであった。原山小学

校の児童の作品も、地域の方々

に見て、触れてもらう機会があ

るとよい。例えば学校美術館と

して一部の場所を開放すると

か、近くの公共の場を借りて展

示するとかが考えられる。 

・目指す児童像

を共有するた

めの、学校公

開や ICT の活

用 

①学校行事、授業を、保護者・地域の

方々へ公開する機会を増やす。 

②ホームページ・学校通信等を活用し、

学校運営協議会、コミュニティ・スク

ール、目指す児童の姿についての情報

を発信する。 

①学校行事や授業の公開を昨年よりも増

加させ、教育活動を直接見ていただく

機会を昨年より増やすことができた

か。 

②学校評価の保護者、教員アンケートに

おいて「情報発信・情報公開」の項目

で肯定的な回答の割合が 90%以上にな

ったか。 

①土曜授業公開日や運動会、教育相談日な

ど、年間 13 回来校する機会を設定し、昨年

度よりも増やすことができた。 

②保護者との連絡ツールとして「スクリレ」

を取り入れたことでスムーズに情報を伝達

できた。学校評価の保護者、教員アンケー

トでは「情報発信・情報公開」の項目で肯

定的な回答の割合が 92%となり達成した。 

A 

・令和 7 年度の年間行事計画に給食試

食会を追加するなど、今年度以上に

地域や保護者の方の来校機会を設け

ていく。 

・アンケートなど文書配付の目的に応

じて、「スクリレ」と「紙媒体」と

を分けて情報を送信・配付していく

必要がある。 
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＜現状＞ 

○不断の授業改善に向け、教員一人ひとりが当事

者意識をもって研修に臨んでいる。 

○学校全体としても個人レベルでも、働き方の効

率化が進んでいる。 

＜課題＞ 

○学校課題研修を効果的に行い、普段の授業での

ICTの活用の更なる工夫改善が求められる。 

○教員が「働きがい」や「やりがい」を実感でき

る働き方改革を進めていく必要がある。 

・授業改善研修

の充実と業務

改善策の具体

化 

 

①一人一人の教員が目指す児童像を理解

し、その具現化に向けた授業を年間２

回以上公開する。 

②教員が校内で自己研鑽ができる研修体

制を整える。 

③業務改善委員会を毎月 1 回開催し、具

体的提案を検討する。その内容を、全

教職員で共有し実践する。 

①目指す児童像とその具現化に向けた手

立てを明確に位置付けた授業(教科等

は問わず)を、80%以上の教員が１年間

に２回以上公開することができたか。 

②学校評価における教職員アンケートの

「意欲・資質向上」の項目で肯定的な

回答の割合が９０％以上になったか。 

③業務改善委員会からの具体的な提案を

全教職員が共有し実践するとともに、

効果の検証を行うことができたか。 

①すべての教員が１年間に２回以上公開する

ことができた。 

②学校評価における教職員アンケートの「意

欲・資質向上」の項目で肯定的な回答の割

合が 100％であった。実践を積極的に発信

し、意見交換を行うなどの協働的な研修体

制が資質向上を実感することに繋がった。 

③年間 6 回業務改善委員会を実施した。業務

改善アンケートでは 91％の教職員が業務改

善が進んでいると回答し目標を達成した。 

A 

・今後もお互いの実践を発信し合うこ

とで研修を深める。公開授業とフィ

ードバックタイムは、実施時期を計

画的に設定することで業務改善と質

の高い研修との両立を図る。 

・教材費などの集金は依然として現金

でのやりとりとなっており負担感が

ある。令和 7 年度は「ゆうちょ銀

行」の送金システムを利用すること

で業務の負担感の軽減を図る。 
 

 

 

・業務改善の取り組みが進んで

いる様子がありとてもよい。 

・教職員の意見を元に改善案を

検討し、短い期間で具体化して

いることが成果に表れている。 

・学校評価における教職員アン

ケートの「意欲・資質向上」の

項目で、肯定的な回答の割合が

100％であったのは素晴らしい取

り組み成果と言える。 

 


